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研究成果の概要（和文）：意図なく，無意識に生起する自発的特性推論について，世界で初めて異なる文化の参
加者を直接的に比較した実証研究を行った。
次の3点を明らかにした。1)日本人と北米人(アメリカ人，カナダ人)のいずれにおいても，自発的特性推論は生
起する，2)北米人の方が日本人よりもより自発的推論を生起しやすく自動的である，3)日本人は自発的特性推論
と自発的状況推論のいずれも同程度生起するが，北米人は自発的特性推論の方を強く生起する。
これらの結果を，思考スタイルや帰属スタイルの違いといった，文化心理学の理論に基づき分析し，自発的特性
推論の普遍的特徴と文化固有の特徴に関するモデルを構築した。成果は国際誌に掲載された。

研究成果の概要（英文）：This study investigated cultural variations in spontaneous (unintended and 
unconscious) trait inference (STI) by comparing Japanese participants with North American 
participants. Results indicate that 1) STIs occurred among both American and Japanese participants, 
2) STIs were more frequent and more automatic among American than among Japanese participants, and 
3) North Americans showed more STIs than spontaneous situation inferences (SSIs), whereas Japanese 
showed both STIs and SSIs equally. 
These results were analyzed based on cultural psychological theories such as thinking style and 
attribution style, and integrated in a theoretical model that depicts the universal and 
culture-specific natures of STIs. The results were published in some international journals.

研究分野：社会的認知，文化心理学，認知発達
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１．研究開始当初の背景 
  近年，複雑で高次なプロセスも，実は自
動的であることが示されてきている。中で
も，意図せず，自動的・自発的に，他者の
行動から特性を推論する自発的特性推論 
(Spontaneous Trait Inference; STI)は，ステレ
オタイプや対応バイアスの生起の本質的な
説明を提供するものとして，注目を浴びて
いる(Uleman, Saribay, & Gonzalez, 2008)。しか
し，子どもでも STIが生じるのか，発達の
過程でどのようにして自動になっていくの
か，といったメカニズムについては，明ら
かにされてこなかった。 
  STI の発達過程には文化差が見られる可
能性がある。なぜなら，文化心理学の分野
では，行動の原因として，欧米圏では内的
特性を強調する傾向があり，東アジア圏で
は外的状況を強調する傾向があることが示
されてきたからである (e.g., Nisbett, Peng, 
Choi, & Norenzayan, 2001)。しかし， STI
の生起に関して，アメリカ国内における人
種間の比較は行われてきたが，欧米圏と東
アジア圏の参加者を直接比較した研究はな
されてこなかった。研究代表者は，STI 研
究の第一人者であるニューヨーク大学教授
の Uleman氏と共同で，STIの日米比較研究
プロジェクトを開始し，日米の差異につい
て明らかにした(Shimizu, Lee, & Uleman, 
2013)。しかし，対人認知の発達の比較文化
モデル構築のためには，STI のどのような
プロセスにおいて文化差があるのかといっ
た検討がさらに必要であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，同一のパラダイムを用いて，
STI の生起に関して日本人とアメリカ人を
比較した。それにより，これまで同じく対
人認知を扱っていながら，互いに別々に検
討を行ってきた発達心理学・社会心理学・
文化心理学の知見と方法論を互いに補い，
統合し，対人認知の包括的なモデルを提案
した。特に次の 3点について検討を行った。 
検討点(1)：自発的特性推論における自動的
過程 vs.統制的過程の文化差は？ 
これまでSTIは自動的過程によって生起す
ると想定されてきたが，近年，統制的過程
にも影響を受けているという考えが提起さ
れている。そこで，PDP(Process 
Dissociation Procedure)分析という方法を
用いて，STIの生起を自動的過程と統制的
過程に分離し，それぞれへの依存度につい
て推定した。アメリカ人と日本人を対象と
して誤再認パラダイムを用いた 2つの実験
を行い，自動的・統制的過程への依存度に
おける文化差を検討した。 
検討点(2)：自発的な状況推論 vs.特性推論
の文化差は？ 
先行研究において，自発的状況推論
(Spontaneous Situation Inference; SSI)が
STIと同時に生起することが報告されてい

る(Ham & Vonk, 2003)。状況に敏感な東ア
ジア人の方が，欧米人と比較して状況推論
を生起しやすい可能性があるが，これまで
文化差は検討されていない。そこで，特性
と状況のいずれも暗示する行動刺激文を用
いて，アメリカ人・日本人を対象とした検
討を行い，STIと SSIの同時生起の文化差
を検討した。なお，STIと SSIの同時生起
に関しては，先行研究が極めて乏しく，そ
の検討は先駆的な試みとなる。したがって，
注意深い検討が必要となるため，先行研究
において代表的に用いられてきた，誤再認
パラダイム，再学習パラダイムのいずれも
用いて，2つの実験を行った。  
検討点(3)：自動的な対人認知の発達に関す
る比較文化モデルの構築 
自動的過程に依存している程度や，STIと
SSIの相対的優位性における文化差，さら
にはそれらの文化差の発達的変化について
の知見を総合し，自動的な対人認知の文化
モデルを構築した。 
 
３．研究の方法 
  実験的アプローチにより，STIおよび SSI
の文化差について検討した。先行研究で用
いられたものの中で代表的な方法である，
誤再認パラダイム，再学習パラダイムを用
いた。いずれのパラダイムを用いた場合で
も，アメリカ人と日本人を対象とした予備
調査により，特性（実験によっては特性と
状況）を暗示する行動記述文を選定した。
英語で作成し日本語版に翻訳した後，バッ
クトランスレーションを行い，日本語と英
語版が同一であることを確認した。 
  誤再認パラダイム(Figure 1)では，まず，
顔写真と行動記述文のペアを提示した。こ
のとき，「彼は几帳面な人で本棚の本をアル
ファベット順にきちんと並べた」というよ
うに特性を明示した Explicit descriptionと，
「彼は毎朝 10 分早く仕事場に到着した」と
いうように特性を明示せず暗示するのみの
Implicit descriptionの 2通りの方法で提示した。
ディストラクター課題を挟み，再認課題では
顔写真と特性語のペアを提示した。参加者は，
接触課題で同じ顔写真とペアになっていた
行動記述の中に，提示された特性語があった
かどうかをできるだけ速く判断するよう求
められた。そして，特性語は含まれていなか
ったが暗示されていた場合に，「あった」と
誤再認した場合に，自発的特性推論が生起し
たと判断した。さらに，PDP分析により，自
動的過程の推定値(A)と統制的過程の推定値
(C)を求めた。誤再認率と A・Cの文化差を統
計的に分析した。 
  再学習パラダイムでは，接触課題において，
特性と状況両方を暗示する行動（あるいは中
立文）を，人物の顔写真とペアで提示した。
ディストラクター課題の後，学習課題では，
顔写真と特性語もしくは状況語のペアを提
示した。ペアは接触課題と対応しており，接 



 
 
触課題で同じ写真に対し特性・状況暗示文が
ペアとなっていたら（かつ接触課題の時点で
STI および SSI が生起していたら）再学習と
なり(再学習条件)，接触課題で中立文がペア
となっていたら初学習となった(統制条件)。
最後に，再生課題において顔写真のみを提示
し，学習課題においてペアになっていた特性
語もしくは状況語を再生してもらった。この
とき再生数が「再学習条件＞統制条件」とな
れば，自発的に特性推論もしくは状況推論が
生起したと解釈した。 
 
４．研究成果 
検討点(1)：自発的特性推論における自動的過
程 vs.統制的過程の文化差は？ 
実験 1では 63名の日本人と 59名のアメリカ
人，実験 2では 50名の日本人，60名のヨー
ロッパ系アメリカ人，58名のアジア系アメリ
カ人を対象として，誤再認パラダイムにより
STI の文化差を検討した。実験 1 では特性を
暗示する行動を 1 つのみ提示したのに対し，
実験 2では 2つ提示した。また実験 1はアメ
リカ人と日本人の比較であったのに対し，実
験 2ではアメリカ人サブグループとして 2群
設定し，3つの文化グループの比較を行った。 

 

その結果，次のことが明らかになった。①日
本人とアメリカ人のいずれにおいても STIは
生じた，②日本人よりもアメリカ人の方が
STI の生起頻度が高かった，③統制的プロセ
ス(C)では日米の差はないが，自動的プロセス
(A)ではアメリカ人の方が大きかった(Figure 
2)。すなわち，アメリカ人の方が STI におい
てより自動的プロセスに依存している程度
が高かった。これらのいずれの点においても，
アメリカ人サブグループ間（ヨーロッパ系ア
メリカ人とアジア系アメリカ人）の違いは見
られなかった(Figure 3)。これらの結果から，
STI の文化差は，他者の行動を観察した際に
自動的に生起する意味生成のプロセスの違
いを反映していることが示唆された。これら
の成果は，Uleman 氏との共著論文として，
Journal of Experimental Social Psychologyに掲
載された。 

 
検討点(2)：自発的な状況推論 vs.特性推論の
文化差は？ 
実験 3では 124名の日本人と 132名のヨーロ
ッパ系カナダ人を対象として再学習パラダ
イムを用いた検討を，実験 4 では 63 名の日
本人と 60 名のヨーロッパ系アメリカ人，58
名のアジア系アメリカ人を対象として，誤再
認パラダイムを用いた検討を行った。いずれ
も，特性と状況の両方を暗示する行動記述文
および人物・状況の写真を用いた(Figure 4)。 

 
結果から，日本人と北米人のいずれにおいて
も STI と自発的状況推論 (Spontaneous 
Situation Inference; SSI)が生じるが，日本人で
はその 2つが同程度生起するのに対し，北米
人では STIの方が SSIよりもより生起しやす
いことが示唆された(Figure 5)。さらには，行
動観察時に，北米人は人に選択的に注意を向
けるのに対し，日本人は人と状況の双方に注

Figure 1  誤再認パラダイムの手続きの流れ 

Figure 2  STIにおける統制的過程(C)と自
動的過程(A)の文化差 (Shimizu, Lee, & 
Uleman, 2017) 

Figure 3  STIの生起の文化差 (Shimizu, 
Lee, & Uleman, 2017) 

Figure 4  実験 3の刺激提示例 



意を向けることが示された。これらの結果は，
文化心理学で示されている分析的思考
(analytic thinking)vs. 包 括 的 思 考 (holistic 
thinking)の対比と一致している。成果の一部
は，Uleman氏との共著論文として，Journal of 
Cross-Cultural Psychologyに掲載された。 

Figure 5  STI と SSI の生起の文化差 (Lee, 
Shimizu, Masuda, & Uleman, 2017) 
 
検討点(3)：自動的な対人認知の発達に関する
比較文化モデルの構築 
4 つの実験の成果を統合し，モデルを構築し
た。他者の行動を見ただけで，意図せず自発
的にその人の特性や行動が生起した状況を
推論する傾向は，文化によらず普遍的にみら
れるが，北米ではより「人」に焦点化した推
論が自発的に起こりやすいのに対し，日本で
は「人」と「状況（周辺情報）」のいずれに
ついても自発的に推論しやすいことが示さ
れた。これらの結果は，従来文化心理学で論
じられてきた，分析的思考 vs 包括的思考な
どの文化差の枠組みと一致しており，本研究
ではそれらの文化による違いが自動的な認
知として組み込まれていることを示唆した。 
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